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塗料の再利用という
生産プロセスの革新を図る

คମృͳͲ֤छృを͏ߦ
同社は粉体塗装や溶剤塗装など各種塗装を行っ

ている。粉体塗装は従来１時間近くかかっていた
色替え時間を３０分に短縮し、淡彩色を中心に高
品質な塗装仕上げを行っているのに対し、溶剤塗装
では大型部材を中心にした効率的な塗装仕上げを
行っている。

ＩＳＯ９００１や１４００１も取得しており、品質強化
とともに環境にも配慮している。

ΤΞίϯࣨ֎͚ػృͳͲʹڧΈ
具体的にはエアコン室外機や建機、農機具の

塗装などを強みとしている。これらは通年、外気
に触れているもので、より高い耐久性が求められる。

その他にも物流機器から鋼製家具、弱電機器、
建築資材、照明機器、事務機器、その他金属製品
に至るまで、さまざまな製品に塗装を行っている。

事業内容

คମృͰੑٱ̎ഒʹ
エアコン室外機、建材などの塗装で主に使われている

のが粉体塗装だ。これは有機溶剤や水などの溶媒を
用いない１００％固形分の粉末状塗料を使用して静電
粉体塗装法にて行う。粉体塗装は塗料に使用される高分子
樹脂の特性により高膜厚の塗装ができるのが特徴だ。
溶剤塗装では厚みが２０㎛ほどだが、粉体塗装を行う
ことでそれを６０㎛―８０㎛にできる。その結果、耐久性
も２倍以上高まる。

̓̌ ˋ͕คମృʹ
また、粉体塗装は有機溶剤をまったく使用しないため、

作業時における大気汚染、火災、中毒などの危険性が大幅
に減るなどのメリットがある。このため、同社では粉体
塗装の使用割合は４―５年前の４０％から、最近は６０％
を超えるようになっている。しかし、従来の粉体塗装設備
では塗装漏れも多く、熟練工４名による手作業で対応
していた。付着しなかった塗料にも廃棄コストを要した。

補助事業

্࣭ͱίετμϯʹରԠ
同社は広山誠二社長自ら総責任者となり、工場

長を作業実施にあたっての責任者にして、「もの
づくり補助金」を使って最新の自動粉体塗装設備
を導入した。そして、品質が高くて厚い塗装面の
仕上がりと塗装漏れを大幅に軽減することに取り
組んだ。何より取引先から求められている品質の
向上とコストダウンに対応する必要があった。

ੜੑ࢈ ɽ̍̒ ഒʹ
新設備の導入の結果、塗装漏れが大幅に減った

ことで、塗装作業者はこれまでの４名から機械の
補助をするための２名に減らすことができた。作業
者にとっても手作業による負担が軽減されたことは
大きなメリットだ。塗装時のコンベア速度は手作業
の時に１．５ｍ／分だったのが、２．５ｍ／分となり、
生産性が１．６倍向上した。

また、従来の設備では付着しなかった塗料の回収
システムがなかったため、使用する塗料の５０％
を廃棄処分していたが、それを４０％まで削減し、
目標である１０％以下を達成する見通しも立った。
このため、塗料の廃棄処分費用も大きく削減する
ことができ、コストダウンにつなげる見込みだ。

具体的成果

डྗ্͕͕Δ͜ͱͰۀΞοϓをਤΔ
同社の主要な業務であるエアコンの室外機など

の塗装では、耐久性の高い高度な塗装処理が要求
されている。加えて、エアコンの販売力強化のため
にさらなる短納期と価格面の優位性も求められて
いる。それはエアコンの室外機と並んで同じ主要
業務である建機、農機具の塗装でも同様だ。

また、同社にとっても受注能力が２０％ほど上がっ
ており、今後さらなる業績アップを図ることができる。

γεςϜԽٕज़ͷߴԽ
塗装技術はほぼすべての産業の製品に用いられ

ており、塗装プロセスの環境負荷低減や塗膜の
高機能化による新たな機能の付与や高性能化が
共通課題になっている。これらを実現するため、
塗装の各工程と周辺を含む技術、さらにこれらを
活用するためのシステム化技術の高度化が求められ
ている。同時に低コスト化を実現するために、生産
工程の効率化、不良率低減への対応も必須だ。

同社は新設備の導入による生産プロセスの革新
により、今後もこれらの高度化する顧客ニーズ
に応えることのできる生産体制を確保していく考
えだ。

今後の戦略

導入した粉体塗装システム
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従来の手作業では生産性を高めるにも限界
があります。無理をしても綻びが出ます。
設備投資をすることで今後のコストダウン
に応える余地が生まれるだけでなく、少量
多品種の流れの中でも短納期対応を進めて
いけます。

コストダウンと短納期に対応進める

代表取締役社長 広山 誠二
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塗装後の
製品を
片付ける作業

塗装前の
作業風景
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